
2024年元旦の能登半島地震の震源地・石川県珠洲
す ず

市には、かつて原発の建設計画がありました。もし

珠洲原発が建設されていたら、日本はどうなって

いたでしょうか？ 

珠洲原発反対運動に奔走され、訴訟の原告団長と

して活躍される北野さんの経験から、勇気と学び

を得ましょう！ 

市役所 

「珠洲原発」計画があった 高屋地区 寺家地区 

珠洲市

輪島市 

能登町 

震源

2024年１月１日 M7.6 

■日時／6月13日（土） 

■会場／J:COM ホルトホール大分 201,202 会議室（総会は 201 会議室） 

■講演会参加費／前売・予約 700 円 当日 1000 円 大学生以下無料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←珠洲原発予定地だった 

高屋の隆起は２ｍ と  

指差す北野進さん 

（開場 9:30） 2026年 

 

✖ 

伊方原発をとめる大分裁判の会 “提訴10周年”記念講演・総会 

主催：伊方原発をとめる大分裁判の会  後援：大分合同新聞社 

予約・問い合わせ TEL 090-7153-8775 メール info@anti-ikata.org （事務局 森山） 

「志賀原発を廃炉に！」 原告団長・元石川県議  北野 進 さん 

総会 13:30～15:30（開場 13:00） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016 年４月 14 日、16 日と連続した震度７の熊本地震から

10 年。大分県内では、別府市、由布市で震度６弱を観測した

ほか震度５強～３を観測。この地震は、布田川断層帯（布田

川区間）の活動と考えられます。また、この地震の 32 秒後

の 01 時 25 分 37 秒に大分県中部で M5.7 の地震（深さ 12km）

が発生しました。（※） 

大分県から直近で 45 ㎞しか離れていない伊方原発でひと

たび苛酷事故が起これば、豊後水道や瀬戸内海は「死の海」

となり、風向き次第で大分県も深刻な放射能汚染に見舞われ

ます。大分県は原発災害の“被害地元”となることが予想され

るのです。 

私たちは、「放射能被害から大分県民の生命と暮らしを守

る」ために、大分地方裁判所に伊方原発の運転差し止めを求

める訴訟を 2016 年に起こしました。 

現在、福岡高裁で控訴審をたたかっています。次回の第５

回控訴審は 5 月 11 日です。ぜひ裁判を傍聴してください。 

※ 出典：大分県災害データアーカイブ 

https://archive.cerd-edison.com/quake/01199100/ 

 

 

 

能登半島の原発と地震 

【参考書籍・ブログ】 

・『政経東北』2024.4.1 

北野進「次の大地震に備えて廃炉を」 

・七沢潔『原発をとめた人びと 奥能登・珠洲 

震源地からの伝言』地平社 2025 年 

・山秋真『ためされた地方自治 ―原発の代理 

戦争にゆれた能登半島・珠洲市民の 13 年』 

桂書房 2007 年 

・「能登半島：奇跡の 3 運動で原発事故を阻止」 

まさのあつこ 地味な取材ノート 2024.6.29 

〈チラシ表：北野進さんの写真は社会新報 2025年３月６日号より〉 

2016年 4/14 熊本地震 前震（最大震度6.5） 1967年 北陸電力、能登原発（現在の志賀原発）

4/16 熊本地震 本震（最大震度7.3） の計画を公表

6/28 仮処分申立  大分地裁1名＋7/4 追加３名 1975年 珠洲市議会、国に原発誘致の要望書

7/ 2 「伊方原発をとめる大分裁判の会」結成総会 1976年 関西電力、珠洲原発の構想を発表

7/21  第1回仮処分審尋 （北電、中部電力と共同で）

　　　～2018年 5/24 第12回審尋（結審） 1989年 珠洲市長選、北野さんらが立候補

8/12 伊方原発3号機再稼働（5年3カ月ぶり）への 　⇒原発反対票が推進票を上回る

　　  現地抗議行動／大分市トキハ本店前で抗議 関電による珠洲原発の立地調査が

9/28 本裁判提訴（原告264名） 住民の反対で中断

2017年 5/11 第２次114名追加提訴 1993年 志賀原発1号機が営業運転開始

2018年 5/24 第３次136名追加提訴 2003年 ３電力会社が珠洲原発計画を断念

11/17 第１回口頭弁論 2006年 志賀原発2号機が営業運転開始

　　　～2023年6/15 第27回口頭弁論（結審） 2007年 志賀原発1号機の臨界事故隠しが発覚

2019年 7/18 第４次55名追加提訴（原告総数569名に) （事故は1999年）

2018年 9/28 大分地裁仮処分決定⇒敗訴 3/25 地震発生（最大震度6強）

　　　⇒10/12 福岡高裁に即時抗告 2011年 3/11 東日本大震災

　　　⇒2020年6/16 抗告審取り下げ 志賀1・2号機は定期検査で運転停止中

2020年 1/17  広島高裁仮処分控訴審 (山口県の住民)⇒勝訴 2012年 「志賀原発を廃炉に！」訴訟が始まる

2021年 12/16 大分地裁に「伊方原発差止訴訟の迅速な 2021年 9/16 地震発生（最大震度5弱）

　　　審理と判決を求める」署名39,214筆提出 2022年 6/19 地震発生（最大震度6弱）

2022年 9/22・11/24  原告証人尋問：計3名　 2023年 5/ 5  地震発生（最大震度6強）

2024年 3/ 7  大分地裁判決⇒敗訴⇒即日控訴 2024年 1/ 1  地震発生（最大震度7）

　　　　　　　　　　　　（控訴人276名に） 2026年 3/ 4  志賀原発株主差止訴訟（富山訴訟）

12/16  第1回控訴審（福岡高裁）  　　 判決⇒敗訴

　　 ～2026年5/11  第5回控訴審 3/17 名古屋高裁金沢支部に控訴

能登半島の原発と地震伊方原発差止訴訟おおいた


